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はじめに

Visual Basic（以下VB）を起動すると図1のように、

さまざまな形式のプログラムを作成できることがわかり

ます。今回からは、ActiveXコントロールを作成します。

ActiveXコントロールもWordやExcelなどのVBA

（Visual Basic for Applications）も、基本的には今までに

本連載で学習してきたことの応用で作成できます。それ

ぞれの形式の目的を理解して、徐々に作成できるものの

幅を広げてゆくとよいでしょう。

まずは復習をしつつ、ActiveXコントロールの作成目

的などについて考えてみましょう。

ActiveXコントロール

本連載では、今までにサブルーチンを作成しました。

サブルーチンとは、“複数箇所で使う処理を塊にして他

の部分でも使えるようにするもの”でしたね。しかし、サ

ブルーチンは、ソースコードレベルでしか使用できませ

ん。もっとも、自分のプログラムであればとくに問題はあ

りませんし、ソースコードレベルであるからこそ、サブル

ーチンを流用して機能の追加ができるとも言えます。

しかし、他の人に“プログラムを提供する”のではな

く、“プログラム作成のための機能を提供する”には不

向きです。たとえば特殊な機能の場合、機能を他の人に
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図1：「新しいプロジェクト」ダイアログ
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提供するのはよくても、その作り方（ソースコード）は

提供したくないという場合もあります。利用目的はそれ

ぞれでしょうが、「ソースコードレベル以外でも使用でき

るサブルーチンのようなもの」の作り方を知っておくと

よいことはおわかりですね。

では、「ソースコードレベル以外でも使えるサブルーチ

ンのようなもの」とは、どんなものでしょうか。本連載

では以前（本誌2002年12月号）、コモンダイアログコン

トロールを使用しました。コモンダイアログコントロー

ルのように、ソースコードレベルではなく別ファイルと

して存在する機能の塊がActiveXコントロールだと思っ

てください。

今回から2回にわたって、独自のコントロールを作成

してみます。

■コントロールに必要な機能

まずは、コントロールの機能として、どんなものがあ

ったか、どんなものが必要なのかを考えてみましょう。

別ファイルではありませんが、VBのツールボックスには

テキストボックスなどのよく使うコントロールが用意さ

れていますね。そして、コントロールには「イベント」

「プロパティ」「メソッド」などの機能が存在します。こ

れらの機能を実現しなければなりません。

しかし、コントロールは、これらを使用して呼び出し

ているプログラムに機能を提供するだけなので、「イベン

ト」「プロパティ」「メソッド」のすべてが必要とは限り

ません。必要なものを用意するだけでよいのです。

コントロール作成の基本

さて、つまらない話はこれぐらいにして、早速作り始

めてみましょう。まずは、VBを起動して、新規のプロジ

ェクトとして［ActiveXコントロール］を選択してくだ

さい。すると、図2のような画面になるはずです。ひと

目で違いはわかりますね。このタイトルバーのないフォ

ームのようなものの上に、コントロールとして必要とな

る機能を作成してゆくのです。

■コントロールと標準EXEのイベント

では、練習として、ごく簡単なコントロールを作成し

てみましょう。まずは、図3のようにラベルコントロー

ルを2つとタイマーコントロールをひとつ貼り付けます。

続いて、コードエディタに切り替えてリスト1のコー

ドを記述します。

最初にUserControl_Initializeという見慣れないイベン

トが出てきました。これは、標準EXEのフォームにおけ

るForm_Initializeと同じような意味をもつイベントで、

このコントロールの初期化処理を行なうためのもので

す。

今まで扱ってきた標準EXEのフォームでは、フォーム

がロードされる過程でInitializeイベント、Loadイベント

が順に発生し、プログラムが開始されるときにResizeイ

ベントが発生します。逆に、フォームがアンロードされ

るときには、QueryUnloadイベント、Unloadイベント、

Terminateイベントが順に発生します。今まではInitialize

イベントやTerminateイベントは使わずに、Loadイベン

トやUnloadイベントなどでプログラムを作成してきまし

たが、厳密にはInitializeイベントにはロード（Load）前

に行ないたい処理を実装し、Terminateイベントにはア
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図2：「ActiveXコントロール」プロジェクトのデザイン画面

図3：作成するコントロールのデザイン




